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わき上がる風てロマンの町づくり

HIJIKAWA 

写四

第4回ふれあいの旅
（肱川町さわやかポランティア主催）

[ No. 20ア□□）

梅雨入りした 6月3日（士）南楽園菖蒲まつりに出かけま

した。障害のある人への関心と理解を深め、お互いの交流

と親睦を。年 1回の楽しい行事です。

令月号の主な内容
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1毯。＠。座） 自然を大切にして
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命を守る 00
チャイルドシー

美しいまちをつくります

●
卜

六
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
義

務
化
」
に
と
も
な
い
、
五
月
九

日
（
火
）
ぽ
っ
ぽ
園
に
て
、
「
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
講
習
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
、

大
洲
地
区
交

通
安
全
協
会
事
務
局
長
平
井
さ

ん
、
宇
和
川
駐
在
所
渡
辺
さ
ん

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
各
年
齢
に
合
わ
せ

た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
い

方
や
取
り
つ
け
方
な
ど
を
細
か

く
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

Q 1. たくさんの子供を
乗せる場合は？

A. 6歳未満の子供の数だけチャイルドシート
が必要です。例えば、 5人乗りの車に6歳未
満の幼児3人が乗る場合は3つのチャイル
シートが必要、大人は運転手を含めて2名し

ドこんな時は
か乗れません。 ） 
Q 2.他人の子供を乗せる時はどうするの？

どうするの？
A.チャイルドシートを備えた車であれば
よいのですが、ない場合は、子供と一緒
にチャイルドシートも借りるのが最適
です。

（町民憲章）

ぼ
っ
ぼ
チ
ャ
園
で
イ
ル
ド
シ
ー
ト
講
習
会

且 (2)

保
護
者
の
方
か
ら
の
疑
問
、
質

問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
命
を
守

る
た
め
に
、
必
要
不
可
欠
の
物

で
あ
る
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る

よ
い
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

........................................................................................................ :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

参加チーム

1位
2位

Aプロック
中野ミニバレークラプ
HOT. SPRING 
肱川局かんちゃんズ
ミニバレークラプ
おさわがせします

決

中野ミニバレー

8 
15 
15 
2 

1位
2位

勝

Bプロック
結女クラプ
青組 7（セプン）
役場オールスターズ
正山

大谷チーム

戦

結女クラプ

15 
11 
8 
1 

3
 

位決定戦

HOT.SPRING 

>
優勝

準優勝

3 位

7（セプン）

［ 
中野ミニバレークラプ
結女クラプ
HOT.SPRING 

青組

1

環後会

r`
▼

咋

-

入a
 

優勝した中野ミニバレークラブ

か
ん
ぽ
健
康
増
進
支
援
事
業

（
簡
易
保
険
加
入
者
協
会
主
催
・

肱
川
郵
便
局
後
援
）
レ
ク
バ
レ
ー

が
五
月
七
日
（
日
）
ト
レ
ー
ニ
ソ

グ
セ
ソ
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

こ。f
 町
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好

家
十
チ
ー
ム
（
百
名
）
が
参
加
し
、

優
勝
を
競
い
ま
し
た
。
閉
会
式

で
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
等
も

行
わ
れ
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

か
ん
ぽ
レ
ク
バ
レ
ー
開
催

優
勝
中
野
ミ
ニ
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

情
報
＾
楽
し
い
話
題
を
教
｀



(3) 柩麿。＠。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります

43
年
ぶ
り

お
堂
の
屋
根
ぶ
き

ー
小
藪
お
大
師
堂
ー

（町民憲章） 且

小
薮
の
大
師
堂
と
阿
弥
陀

堂
の
屋
根
ぶ
き
が
地
元
の
有

志
の
方
の
手
に
よ
っ
て
四
十

三
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

使
用
し
た
か
や
の
数
三
百
束
。

大
野
ヶ
原
か
ら
取
り
寄
せ
た

も
の
で
、
去
年
の
十
一
月
頃

か
ら
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
、

大
谷
地
区
の
竹
田
義
隆
さ
ん

と
寺
岡
福
男
さ
ん
の
お
二
人
。

お
堂
の
前
の
藤
だ
な
が
満
開

の
頃
、
わ
ず
か
三
日
程
度
で

完
成
し
ま
し
た
。

か
わ
か
み
荘
の
入
居
者
の
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
ボ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

去
年
は
、
入
居
し
て
い
る
方

の
身
の
ま
わ
り
の
介
添
え
や
介

助
を
体
験
し
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
、
入
居
し
て
い
る
皆
さ
ん

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
活
動
を

通
し
て
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
精

神
面
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
か
わ
か
み
荘
の
関
係
者

と
私
た
ち
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
が
意

見
交
換
を
行
っ
た
と
き
の
要
望

で、

「
入
居
者
に
楽
し
み
を
。
」

と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
お
た
の
し
み
会
は
、
年

六
回
（
ニ
ヶ
月
に
一
回
）
実
施
し

ま
す
。
内
容
は
、
町
内
外
の
趣

味
の
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て
、

様
々
な
催
し
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
初
回
と
な
っ
た
五
月
二
十

七
日
（
土
）
は
、
河
辺
ふ
る
さ
と

劇
団
に
よ
る
歌
あ
り
踊
り
あ
り
、

そ
し
て
た
い
こ
や
三
味
線
の
演

奏
等
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た

だ
ぎ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
活
動

に
よ
っ
て
、
か
わ
か
み
荘
の
入

居
者
の
皆
さ
ん
が
毎
日
の
生
活

に
潤
い
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

肱川町さわやかボランティア事務局

役場内匹34-2311（担当宮田）

が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
す

ば
ら
し
い
で
し
ょ
う
。
心

か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
活
動
を
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

尚
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
ご
意
見
ご
感
想
、
又
は

交
流
に
参
加
し
て
み
よ
う

と
思
わ
れ
る
個
人
・
団
体

の
方
は
、
お
気

軽
に
次
の
と
こ

ろ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

か
わ
か
み
荘
入
居
者
と
の
交
流

お
た
の
し
み
会



柩毯。⑥。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 且 (4)

『混ぜればこ冴‘み、分ければ資源』
れ心ぅれた

／み喝漁、均

燦
＼＼  

← 
ゑ生ェ弔 コ埓

却店ピ←／ぽ項加）用）

・馴凰

古新聞やあき缶、あき瓶などは、

混ぜて捨ててしまえばただのごみです。

しかし、分けて資源として

利用すれば、新しく生まれかわる

ことができるのです。

分けて集められた

資源物

＇ヽ．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

ごみが、新しく

生まれかわることを

「リサイクル」
といいます

家

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

E.. 

古新聞、古雑誌ダン

ポール、牛乳パック、

．．． あき缶、あき瓶、

••• ペットポトル、古着、など． ． •• • • 

お店 ＼叫□＼ロエエ「

再生工場：••••:•三
●リサイクルは地球の資源を守ります
私たちの生活のもとになる資源には、限りがあります。ですから、

大切に使わなければいけません。

リサイクルは資源の繰り返し利用する方法です。限りある資源

を有効に使うため、みなさんもリサイクルに協力してください。

‘ 
覚えておこう

環境への

やさしさのマーク

ェコマーク

＠ 
資源やエネルギーを大切
にする商品についています。

＼ 

グリーンマーク

△ 再生紐を使った、ノートやトイ
レットベーバーについています。

12-----

このマークは古紙配
合率が何バーセント
かを表しています。



(5) 柩毯。⑥。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 且

子哄たちC、
確ガな哨〇もaI乞鍵ぎましょう。

便利な生活に慣れた親しんだ私たちの生活様式は、一方で膨大なゴミの発生と

限りある資源の浪費、そして地球環境の汚染を招いています。

便利な物、今まで使い捨てしてきた物でも一人ひと りが気をつければ、大切な

資源に返すことができます。アルミの回収事業は、地域の自発的取り組みで地球

環境をまもり、大切な資源を有効に使用することができるのです。 =̀_-
し一ー、̂rJ 

c^N to c^N(Sガら圧へ）
使用済みのアルミ缶を、少ないエネルギーでまた缶に戻すのがアルミ缶回収の目的です。

では具体的にどういう仕組みになっているんでしょうか？

アルミ缶のリサイ クルは、みなさんの協力で産業として成

り立っています。

地域で集めていただいたアルミ缶が、 8 0キロになりまし

たら、資源回収業者の方が集めにきていただき、 1キロ 40

円で購入していただきます。（およそビール缶が一個 1円と

なります）

今回、肱川町では、各学校が中心に取り組んでいただくこ

ととなりましたので、そのお金は、子供たちの健全育成のため有意義に使用されます。

ただ、集めていただくときにルールがあります。

纂める疇C?ILミ田もつぶさないこ‘くむ、さい。

資源業者の方が集まったアルミ缶をプレスし、再処理

工場に搬入します。その時あらかじめつぶされたアルミ

缶では、再処理用のプレスがやりにくくなるためです。

のも輯く寄寄いこ‘く区、さい。

8 0キロのアルミ缶を集めるのに、数ヶ月かかります。

その間少しずつ一箇所に集ま りますので、中を清潔にし

ておいていただかないと、異臭がした り虫がよって来た

りします。また、異物を投入されていると、再処理の際

大変手間がかかりますので、集める段階でチェ ックをし

ていただく意味もあります。たばこの吸殻などは、絶対

にいれないでください。

〇宅t‘t乞た？LLミ5はビうやっこ出eばし＼し＼0)？
町内の各学校で、回収方法が違いますので、最寄の学

校にお尋ねください。

| ？Itミ釦IMOIL籐齢ctfひご協力くむ、さい。I

2干ーIL519+tイりILC0)虐いは？

スチール缶もリサイクルされていま

す。スチール缶は原料が安いため、ま

だまだ少量では運送コストもでない現

状です。一般家庭から出るスチール缶

は、行政が収集し再処理業者に搬入さ

れ、缶や建築資材など多様な用途に再

利用されています。

アルミ缶との違いは、収集からリサ

イクル業者への引渡しまでを一般廃棄

物として行政が行い、貴重な税金を使っ

ているという点です。

アルミもスチールも大切な資源に変

わりはありませんが、税金をかけない

で資源の循環ができる点が、アルミ缶

の優れた点ではないでしょうか。



柩い。＠。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 后 (6)

予
防
効
果
が
期
待
で
き
る

脳
血
管
性
痴
呆
は
、
脳
血
管

の
障
害
（
脳
卒
中
）
に
よ
り
、
脳

の
血
液
循
環
が
悪
く
な
り
、
神

経
細
胞
に
十
分
な
酸
素
や
栄
養

（
ブ
ド
ウ
糖
）
が
供
給
さ
れ
ず
、

脳
の
機
能
低
下
が
生
じ
た
も
の

で
す
。脳

血
管
障
害
（
脳
卒
中
）
に
は
、

脳
出
血
や
脳
梗
塞
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
多
い
の
は
、
脳
梗
塞

に
よ
る
痴
呆
で
す
。

こ
の
場
合
、
脳
血
管
が
完
全

に
塞
が
っ
て
し
ま
う
た
め
、
神

経
細
胞
の
一
部
に
壊
死
が
起
こ

り
、
痴
呆
症
が
現
れ
ま
す
。

痴
呆
全
体
に
占
め
る
割
合
は

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
が
1
/

3
、
脳
血
管
性
痴
呆
が

1
/
3
、

混
合
型
が

2
割
、
そ
の
ほ
か
の

痴
呆
が

1
ー

2
割
程
度
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
脳
血
管
性
痴

呆
が
減
る
傾
向
に
あ
る
の
は
、

脳
卒
中
の
予
防
法
が
進
歩
し
た

か
ら
で
す
。

予
防
処
置
を
と
れ
ば
、
か
な

り
の
程
度
の
効
果
が
期
待
で
き

る
の
が
、
脳
血
管
性
痴
呆
の
特

徴
と
い
え
ま
す
。

脳
梗
塞
は
、
脳
血
管
性
痴
呆

の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
脳
梗
塞
が
起
き
た
か
ら

と
い
っ
て
、
必
ず
痴
呆
が
起
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
痴

呆
に
な
る
の
は
、
脳
梗
塞
の
患

者
さ
ん
の
約
20
％
程
度
で
す
。

痴
呆
に
な
る
の
は
脳
梗
塞

の
2
0
%

r
 

ゞ

しヽ
＇
ノ’

た

＇ 

ーー'”：シ
c
 

脳
血
管
性
痴
呆
症

保
健
婦
で
す
！

脳
梗
塞
の
起
き
た
部
位
に
よ
っ

て
、
痴
呆
が
現
れ
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、
現
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。R
⑮
@
R
①
◎
R
 

脳
血
管
性
痴
呆
を
防
ぐ
最
大

の
ポ
イ
ソ
ト
は
、
脳
梗
塞
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す。
そ
の
た
め
に
は
、
高
血
圧
や

糖
尿
病
な
ど
の
病
気
を
治
療
し

さ
ら
に
喫
煙
、
大
量
飲
酒
な
ど

の
危
険
因
子
を
取
り
除
く
よ
う

に
努
め
る
べ
き
で
す
。

も
し
、
脳
梗
塞
が
起
こ
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
直
後
に
き
ち

ん
と
し
た
治
療
を
し
、
で
き
る

だ
け
痴
呆
を
防
ぐ
よ
う
に
し
ま

す
。
そ
し
て
再
発
防
止
の
処
置

を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
脳
の
血
流
を
よ
く

す
る
脳
循
環
改
善
薬
を
用
い
た

治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。
脳
血
管

性
痴
呆
は
、
脳
の
血
流
が
低
下

し
て
起
こ
る
こ
と
が
多
い
た
め

で
す
。

ま
た
、
脳
梗
塞
に
よ
る
痴
呆

は
限
局
性
梗
塞
以
外
で
は
、
麻

痺
な
ど
を
伴
う
の
が
普
通
で
す
。

そ
の
た
め
に
寝
た
き
り
に
な
っ

て
体
を
動
か
さ
な
く
な
る
の
で
、

さ
ら
に
脳
の
活
動
が
低
下
し
て

（
廃
用
性
）
の
痴
呆
が
現
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
し

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ソ
を
行

い
、
体
を
動
か
す
よ
う
に
す
る

こ
と
も
、
痴
呆
を
防
ぐ
の
に
役

立
ち
ま
す
。

り
ー
！
り
ー
ー

h
'
h

り
り
し
~
り
・
り

h

り
ー
ー
り
ー
ー
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

r
h
'
h

・
り
ー
ー
ヽ
ヽ
ヽ

i
'
~
h

[
t
t
/
[
/
/／ 

ん
ん

[

ち

ゃ

め

な

菜

々

美

て

し

[C
>

お父さん
お母さん

員二さん
明美さん

拓
未
で

は
じ
め
ま
し
て
、

す。
ぼ
く
は
、
車
と
ブ
ラ
ソ
コ

が
大
好
き
。
ネ
コ
や
犬
も
大

好
き
。
牛
に
だ
っ
て
、
え
さ

を
や
れ
る
ん
だ
よ
。
よ
ろ
し

く
ね
。

た
く
み

冨
氷
拓
未
ち
ゃ
ん
（
影
地
）

平
成
10
年
2
月
9
日
生

2
歳
4
カ
月



(7) 柩盆＠。⑲ 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 紅

児
童
手
当
法
改
正

ー
六
歳
ま
で
1

先
の
国
会
で
児
童
手
当
法
が

改
正
さ
れ
、
本
年
六
月
一
日
か

ら
三
歳
未
満
の
児
童
に
加
え
、

三
歳
以
上
の
義
務
教
育
就
学
前

児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
等

に
も
、
「
児
童
手
当
特
例
給
付
」

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
直
接

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
書
を
福
祉
課
（
保

健
セ
ソ
タ
ー
）
ま
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

' 文

お知らせ I

福祉課

834-2340 

こ ご

細子ども、女性の人橿閥題に闘する12時閥鼈詣相談碑螂叫細約

◎相

◎日

◎電

吾火
畝

話

内 容

程

「いじめ」 ・体罰 ・児童虐待等子どもの人権問題並びに女性差別 ・家庭問

題等の女性の人権問題に関するあらゆる相談

（無料 ・秘密厳守）

平成12年 7月25日（火）

午前9時～午後 9時

番 号 フリーダイヤル 0120-025-550 

◎相談担当者

◎主 催

弁護士や教育者等多種の経験を持つ人権擁護委員

法務局職員

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

町
で
は
、
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
者
や
高
齢
者
を
介
護
し

た
こ
と
の
あ
る
者
等
で
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
研
修
を
受
講
し
、
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
い
と

い
う
者
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

0
交
付
対
象
者

肱
川
町
に
住
所
を
有
す
る

者
で
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
2
.

3
級
課
程
を
修
了
し
た
者
。

・
家
族
（
お
お
む
ね

65
歳
以

上
の
高
齢
者
）
を
介
護
し

て
い
る
者

．

・
家
族
（
お
お
む
ね

65
歳
以

上
の
高
齢
者
）
を
介
護
し

た
こ
と
の
あ
る
者

・
家
族
（
お
お
む
ね

65
歳
以

上
の
高
齢
者
）
を
介
護
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
者

•
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認

め
た
者

0
補
助
金
額

・
三
〇

,0
0
0円
（
限
度
額
）

・
ヘ
ル
パ
ー
研
修
受
講
料
の

う
ち
教
材
費
等
の
実
費
を

除
い
た
費
用
。

肱川町役場福祉課
（保健センター）

担当出水

ff 34-2340 



招。＠。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 厩 (8)

こ

今
年
も
梅
雨
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
季
節
は
長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
に

よ
り
、
毎
年
各
地
で
が
け
く
ず
れ
や
地
滑

り
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
尊
い
命
や
財
産
を

守
る
た
め
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
に
す
る

゜ぅ。
家
の
周
囲
に
急
傾
斜
地
な
ど
が
あ
る
場

合
は
、
亀
裂
や
段
差
な
ど
が
で
き
て
い
な

い
か
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

0

万
一
に
備
え
て
家
族
で
身
近
な
避
難
場

所
や
避
難
経
路
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

0
家
の
近
く
の
谷
川
な
ど
が
濁
っ
た
り
、
家

の
周
囲
の
山
や
が
け
地
に
亀
裂
や
段
差
が

で
き
た
と
ぎ
は
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ

0
家
の
周
り
の
排
水
路
な
ど
を
掃
除
し
て

お
ぎ
ま
し
ょ
う
。

川上支署

新
聞
を
見
て
も
交
通
事
故
の

0

ニ
ュ
ー

ス
が
無
い
日
は
あ
り
ま

二□
｀
口
[
〗

一
り
ま
す
。

「
も
し
、
交
通
事
故
を
お
こ
し

た
ら
」

「
も
し
交
通
事
故
の
被
害
者
に

-
な
っ
た
ら
：
・
・
:
」

-
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協

会
で
は
、

「
自
動
車
保
険
請
求

-
相
談
セ
ソ
タ
ー
」
を
設
け
、
交

通
事
故
で
お
困
り
の
人
の
た
め

に
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

一
す
。
被
害
者
・
加
害
者
、
ど
ち

．
ら
の
場
合
も
お
気
軽
に
ご
相
談

-
vだ
さ
い
。

0
 

ガー事故が
起こったら

E, '紅筒F!可＂
◎
相
談
日

毎
週
月
！
金
曜
日

九
時
三
十
分
ー

十
六
時
四
十
分

◎
弁
護
士
相
談
日

木
曜
日
十
三
時
ー
十
六
時

◎
電
話
相
談

0
八
九
（
九
四
五
）
二
三
三
五

◎
相
談
場
所

松
山
市
花
園
町
一
ー
—
三

日
本
生
命
松
山
市
駅
前
ビ
ル

六
階

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ソ
タ
ー



(9) ~庖。©。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 匿

サラリーマンの奥さん
こんなとき国民年金の届出が必要です
〇第3号被保険者になります
①結婚して夫の扶養（被扶養配偶者）になったとき

②勤めをやめたり収入が減って夫の扶養（被扶養配偶者）になったとき

③夫が転職して別の会社員となって夫の扶養（被扶養配偶者）になったとき

第3号被験者の保険料は、配偶者の加入している被用者年金制度全体から国民年金制度に

対して拠出金として負担されるので、個別に納める必要はありません。

また、第 3号被保険者の届出を遅れて行った場合は、第3号被保険者期間のうち、直近の

2年間までの期間はさかのぽって国民年金の保険料納付期間に算入されますが、それ以前の

期間は算入されません。

〇第1号被保険者になります ご文 人 ，9

□三三塁□竺配：厚］：口斉つ組fこ合とのき加入者は除ター1:［ク
合お勤めされて厚生年金・共済組合に加入すれば、第 2号被保険者になります。事業所等で

届出されますので個別に届出は必要ありません。

国
保． 
年
金
だ
よ
り

町民課
匹34-2311

9:？門f:¥,：し匹良¢紐門紐り叫9?？円正と？四更」
世帯主が納付の義務者
国保では赤ちゃんからおとしよりまで加入す

る一人ひとりが被保険者となりますが、各世帯

の世帯主がその世帯の保険税をまとめて納める

ことになります。

｀ 
世帯主が職場の健康保険に加入している場
合でも、家族に一人でも国保の加入者がいれ
ば納付の義務者は世帯主となります（これを
擬制世帯主といいます）。

年度ごとに計算して決定
保険税は、毎年4月から翌年3月分までを年
間の保険税として計算しています。年度の途中

で住民税の額が変更になったり、加入者の数が

変わったときなどは、再度計算しなおします。

（過年度分の保険税について）

たとえば、 1月に国保の資格ができたにも
かかわらず、 4月以降に届け出たような場合
には1月～3月分の保険税は、現年度の4月
分からの保険税とは別に計算します。

年度途中で加入・脱退した場合の保険税

途中で

加入した場合

途中で

脱退した場合

加入した月から

月割で計算します。

脱退した月の前月分まで

を月割で計算します。

C転入して国保に加入した人は）
保険税の算定基礎である前年中の所得金額が不明のた
め、前住地に問いあわせますので、所得金額が判明した
あとで保険税が追加されることがあります。

所得の申告が遅れると

申告された所得をもとに保険税が追加徴
収されることがあります。保険税の計算を
正しく行うためにも、所得の申告にご協力
をお願いします。



〗毯。®。座） ，自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 島 (10)

平
成
三
年
十
月
生
徒
た
ち
に

炭
窯
造
り
と
炭
焼
き
を
体
験
さ

せ
、
先
人
の
知
恵
や
生
活
を
学

ば
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域

の
有
志
の
方
や

P
T
A
等
の
作

業
に
よ
り
完
成
し
た
風
神
窯
で
、

通
算
十
三
回
目
の
炭
焼
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
肱
川
中

学
校
の
三
年
生
が
技
術
家
庭
科

の
授
業
の
一
環
と
し
て
取
り
組

ん
だ
も
の
で
す
。
五
月
十
六
日

に
窯
の
火
入
れ
を
行
い
、
六
月

一
日
に
焼
き
上
が
っ
た
炭
の
量

は
お
よ
そ
四
百
二
十
kg。
生
徒

た
ち
は
す
す
で
黒
く
な
っ
た
顔

を
お
互
い
見
合
っ
て
思
わ
ず
ふ

き
だ
し
て
い
ま
し
た
。
原
木
は
、

ひ
じ
建
や
協
生
の
村
上
春
義
さ

ん
寄
贈
。
炭
焼
き
の
指
導
に
は

肱川中の風神窯

（愛称ふうたん）

経
験
豊
富
な
硯
の
菅
野
松
雄
さ
ん
の
協
力
を
得

ま
し
た
。
炭
は
ま
ず
ま
ず
の
で
き
ば
え
で
、
学

校
行
事
等
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

くすりやさんの
「さつき」

原水爆 禁止
第43回国民平和大行進

ミ

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
て
半
世
紀
。
今
日
で
も
全

国
に
三
十
四
万
人
、
愛
媛
県
に

千
五
百
四
十
四
人
の
被
爆
者
の

方
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

下
鹿
野
川
の
福
田
哲
秋
さ
ん

の
お
宅
で
は
、
今
年
も
さ
つ
き

が
所
狭
し
と
見
事
な
花
を
つ
け

ま
し
た
。
盆
栽
を
始
め
た
の
は

八
月
ニ
ー
九
日
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
の
成
功
を
め
ざ
し
て
、

鹿
野
川
商
店
街
を
第
四
十
三
回

国
民
平
和
大
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

十
五
年
程
前
河
辺
の
さ
つ
き
展

を
見
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。

多
い
時
で
は
四

0
0鉢
程
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
花
が
終
わ
る
と

―
っ
―
っ
て
い
ね
い
に
ハ
サ
ミ

を
使
い
剪
定
作
業
を
行
い
ま
す
。

月



(11)柩。c。領） 自然を大切にして

川あそび
町内合同幼稚園

美しいまちをつくります （町民憲章） 且

ひと休み
予子林お堂

5
月
2
6
日
（
金
）
今
年
も
町
内

四
つ
の
幼
稚
園
が
合
同
で
川
あ

そ
び
を
行
い
ま
し
た
。
水
は
ま

だ
冷
た
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
や
あ
め
ん
ぼ

を
捕
ま
え
た
り
、
お
友
達
と
水

予
子
林
の
客
神
社
近
く
で
仲

の
良
い
二
人
連
れ
に
お
会
い
し

ま
し
た
。

あ
そ
び
を
し
た
り
し
て
身
近

な
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

犬のおっぱい

おいしいニャン

日
傘
を
さ
し
、
背
中
に
リ
ュ
ッ

ク
を
し
ょ
っ
て
楽
し
そ
う
に

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
：
・

。

••• 
ち
ょ
っ
と
よ
ろ
し
い
で
す
か

と
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
ニ
ッ

コ
リ
笑
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と

を
き
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

農
協
へ
買
い
物
に
行
っ
た
帰

り
だ
と
い
う
こ
と
。
週
に
何

度
か
は
こ
う
し
て
声
を
か
け

合
っ
て
出
か
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
。
一
緒
に
趣
味
で
や
っ

て
い
る
踊
り
の
こ
と
等
々
。

お
互
い
こ
う
し
て
情
報
交
換

を
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

原子力見学会に参加して

肱川中 1年 山下 峻平

大
和
の
菅
野
初
男
さ
ん
宅
の

メ
ス
犬
が
自
分
の
産
ん
だ
子
犬

と
菅
野
さ
ん
が
拾
っ
て
来
た
ニ

匹
の
子
猫
に
お
っ
ぱ
い
を
与
え

て
育
て
て
い
る
と
い
う
な
ん
と

も
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
。
母
犬

は
お
っ
ぱ
い
だ
け
で
な
く
、
子

5月13日（土）に、 「原子力施設の見学会」に参加し

ました。心配していた天気も雨は降りそうになかった

ので安心して出発しました。バスの中ではお菓子を食

べたり、 2年生と話をしたりしました。原子力保安研

修所の建物は、想像していたよりも大きかったです。

全員で係の人の説明やピデオを見た後、各班に分かれ

て建物の中を見学しました。難しい話もあってよく解

らなかったこともあったけどいい経験になったと思い

ます。見学の後は、梅津寺パークで乗り物に乗ったり

写真をとったりしてとても楽しかったです。

猫
を
く
わ
え
て
自
分
の
そ
ば
に

寄
せ
、
子
犬
と
同
様
に
子
育
て

奮
闘
中
。
滝
山
の
松
岡
満
男
さ

ん
の
紹
介
で
取
材
し
ま
し
た
。



霰。＠。座）
1思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

記
念
講
演
木
村
尚
三
郎
氏

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

「
夢
新
時
代
を
拓
く
」

▼
7
月
29
日（
土）

1
3
時
3
0
分
ー
1
4
時
1
5
分

▼
リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲

ミ
ュ
ー
ジ
カ
）

「
噂
の
フ

ァ
ミ
リ
ー

一
億
円
の

花
婿
」

▼
8
月
2
0
日
（
日
）

17
時
30
分
（
入
場
17
時）

▼
大
洲
市
民
会
館

八
百
名
様
無
料
ご
招
待
。
入

場
希
望
の
方
は
往
復
は
が
き
に

参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
次
の

と
こ
ろ
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
中
学
生
以
上
）

01

大
洲
市
大
洲
六
九

0
1
-

6
 
幻
大
洲
市
役
所
総
務
財
政
課

7
 
-
T

「
ハ
イ
ウ
エ

ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル

2
0
0
0
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
」
砿
5

し
め
き
り
／
8
月
5
日
（
土
）

開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト

（町民憲章）

徳
島
市
を
起
点
に
大
洲
市
ま

で
四
国
を
東
西
に
結
ぶ
四
国
縦

貫
自
動
車
道
が
、
来
る
七
月
二

十
八
日
（
金
）
に
開
通
し
ま
す
。

平成 12年度自衛官等募集案内

且

伊
予
ー
大
澗
閻

圃
醒
際
賞
道
全
線
調
通
疇

(12) 

募集種目 資 格 受付期間 試験期日 待遇•その他

航 空 子呂 生
高卒（見込） 8月 7日～

21 次次次1~（9 贔ェ12 2 3 ～日1 9 日日
入隊後約6年で

21歳未満の者 9月 8日 3 1月1月81日2 3等海 ・空尉

看 至ロ雀 子呂 生
高卒（見込） 9月14日 1次10月26日 修学年限3年

22歳未満の女子 ~10月13日 2次11月22~23日
看護婦免許取得後

2等陸曹

一般曹候補学生
18歳以上 8月 7日 1次 9月16日 教育期間約2年

24歳未満の者 ~ 9月 8日 2次10月 4~9日
修了後
3 等陸•海・空曹

曹 候 補 士
18歳以上 8月 7日 1次 9月16日 入隊後約3年経過

27歳未満の者
以降

~ 9月 8日 2次10月 4~9日 3 等陸•海・空曹

2等陸・ 男子
18歳以上 年間を通じて行っ 受付後に指定しま

年陸をぉ（以上）1、、降任曹海は2期幹上年2部と年・を航へ単し（技空進て位術は任む）3。系用道年な3 27歳未満の者 ております。 す。

海・空士 女子
18歳以上 8月 7日

9月25~26日
27歳未満の者 ~ 9月 8日 もひらかれています。

問合せ先 役場総務課または自衛隊大洲募集事務所まで 匹 24-4123

000000000000000000000000000000000000000000 g 。
: 北海道えりも町との交流事業 i 
； ホームステイ受入先募集 ； 
： ： 
g 肱川町では、平成9年9月全国風サミットをきっか g
gけとして、えりも町「風の館」と肱川町「風の博物館」が g
g姉妹館提携し、両館の啓発と両町の友好と交流を続け g
0 0 

゜
0 ています。平成10年8月には、肱川中学校生徒がえり 。

゜gも町でホームステイを行い、合年の夏休みには肱川町 g
gがえりも町中学生のホームステイを受け入れることに g
gしています。ご協力いただける方は、次のところまで g

゜gご応募ください。 g 
。 °g ▽開催日 平成12年8月初旬 。゚

゜g ▽ステイ先 家庭数5軒 g 
g ▽条 件 家族に同世代の子どもがいること g

゜g ▽応募方法 電話でお申し込みください。 g 
g （お問い合わせ先） ； 
g 役場風おこし課 834-2311（担当宮田） 0 

g ▽しめきり 平成12年7月10日（月） ； 
0 0 
000000000000000000000000000000000000000000 

喜
多
川
歌
麿

「
ふ
み
カ
ー
ド
」

肱
川
町
で
発
見
さ
れ
た
歌
麿

版
木
「
狐
釣
之
図
」
が
、
ふ
み

カ
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
。
五
月

三
十
一
日
か
ら
全
国
の
郵
便
局

で
好
評
発
売
中
で
す
。
切
手
や

は
が
き
等
を
購
入
す
る
と
き
に

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
目

に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

一
セ
ッ
ト
（
三
枚
組
）

三、

0
0
0
円

お
問
い
合
わ
せ
先

肱
川
郵
便
局
6

三四
ー
ニ
0
0
1

喜 多川歌麿「狐釣之図」

あなたのまちの郵便局
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五
月
三
十
一
日
、
肱
川
町
基

幹
集
落
セ
ソ
タ
|
に
お
い
て
、

肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

会
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
十
一
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
会
長
・
副
会
長
の

選
任
が
審
議
さ
れ
、
会
長
に
、

共
同
募
金
会
長
で
あ
る
和
氣
邦

嗣
氏
、
副
会
長
に
民
生
児
童
委

員
総
務
で
あ
る
笹
木
明
徳
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
の
あ
い
さ
つ
が
理
事
会

評
議
員
会
に
お
い
て
行
わ
れ
、

和
氣
新
会
長
よ
り
「
こ
れ
ま
で

社
会
福
祉
活
動
に
た
ず
さ
わ
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
社
協
会
長
と

し
て
、
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て

副会長

笹木明徳
会長

和気邦嗣

選

任

社

協

会

長

和

氣

邦

嗣

氏

同
副
会
長
箇
木
明
徳
氏

肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

評
議
員
会
開
催

事
業
の
推
進
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

肱
川
町
社
協
は
、
新
体
制
と

な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社゚
協
た
よ
り

肱川町社会福祉協議会

匹 (0893)34-2312 

昭
和
六
十
一
年
よ
り
社
協
会

長
と
し
て
、
肱
川
町
社
協
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
福
田
保
さ
ん
が
、

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
福
祉

推
進
の
ご
労
苦
に
対
し
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平成11年度社会福祉協議会決算額

•一般会計収入 8,729,735 円
支出 8,357.033円

●心配ごと相談会計
収入 238.780円
•小口貸付金会計
収入 937.962円
•まごころ金庫会計
あ又入 14.651.204円

支出

支出

163. 152円

50.000円

支出 2,839.248円

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

共

栄

栗

木

昌

次

様

市
之
畦
一
二
瀬
丑
夫
様

共

栄

村

田

忠

司

様

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

赤穂・大石内蔵助屋敷

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
五
月
十
六
日
か
ら
十
七

日
と
一
泊
二
日
の
合
同
研
修
旅

行
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
八
十
五
名
が

参
加
さ
れ
、
兵
庫
県
淡
路
島
で

現
在
、
開
催
さ
れ
て
い
る
淡
路

花
博
ジ
ャ
パ
ソ
フ
ロ
ー
ラ

ニ
〇

0
0
を
見
学
、
翌
日
は
、
赤
穂

城
の
見
学
を
行
い
、
無
事
午
後

七
時
に
帰
町
し
ま
し
た
。

淡
路
花
博
会
場

心
配
さ
れ
て
い
た
天
候
も
運

よ
く
く
も
り
空
、
少
し
肌
寒
さ

を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

花
博
会
場
は
、
た
だ
た
だ
広

く
、
少
々
と
ま
ど
い
ま
し
た
。

1
,
1
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森
林
組
合
だ
よ
り

喜
璽
眉
置
喜
夏
、5
書
喜
鸞
喜
直
胃
鸞謬

贔

2

長
ト
フ
ェ
〗
ス
タ
胄
・

翠

鸞
誓
言
扇
靡
畠
町

去
る
、
五
月
二
十
八
日
に
松
の
三
つ
が
提
案
さ
れ
、
大
会
決

山
市
中
野
町
に
あ
る
愛
媛
県
森
議
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
特
に

林
組
合
連
合
会
中
野
事
業
所
に
②
に
つ
い
て
は
、
現
在
問
題
と

於
い
て
、
同
連
合
会
主
催
の
な
っ
て
い
る
輸
入
椎
茸
混
入
販

「
え
ひ
め
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ェ
ス
売
、
不
適
正
表
示
販
売
を
即
刻

タ
2
0
0
0
」
が
開
催
さ
れ
、
中
止
し
不
正
行
為
に
対
す
る
処

会
場
内
の
椎
茸
購
買
セ
ソ
タ
ー
罰
の
徹
底
を
要
望
し
た
。

で
は
、
肱
川
町
か
ら
二
十
一
人
続
い
て
し
い
た
け
共
進
会
が

を
含
む
県
内
椎
茸
生
産
者
六
百
行
わ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を

人
が
集
ま
り
、
「
第
四
十
二
回
は
じ
め
、
各
賞
入
賞
者
が
表
彰

愛
媛
県
し
い
た
け
祭
り
」
が
併
さ
れ
、
肱
川
町
か
ら
は
五
名
が

せ

て

行

わ

れ

た

。

受

賞

し

た

。

受

賞

者

は

次

の

と

午
前
十
時
、
フ
ェ
ス
タ
開
会
お
り
。

式
の
中
で
、
林
業
功
労
及
び
、
〈
特
選
物
の
部
〉

優
良
製
材
・
素
材
の
表
彰
が
行
・
林
野
庁
長
官
賞

わ
れ
、
肱
川
町
か
ら
は
優
良
素
土
居
哲
雄
（
こ
う
こ
）

材
の
部
で
森
繁
夫
氏
が
林
材
業
・
県
森
連
会
長
賞

振
輿
会
議
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。
優
良
賞

十
時
四
十
分
か
ら
し
い
た
け
土
居
哲
雄
（
ど
ん
こ
）

生

産

者

大

会

が

行

わ

れ

、

努

力

賞

①
国
産
椎
茸
と
林
業
の
振
典
に
西
本
資
久
（
こ
う
こ
）

つ

い

て

〈

箱

物

の

部

〉

②
「
日
本
産
・
原
木
乾
し
い
た
•
愛
媛
県
知
事
賞

け

」

の

推

進

に

つ

い

て

土

居

哲

雄

（

こ

う

こ

）

③
安
定
し
た
椎
茸
価
格
を
実
現
・
県
森
連
会
長
賞

す

る

た

め

に

優

良

賞

受賞の様子（土居哲雄氏）

大
森
広
幸
（
こ
う
こ
）

神
井
恵
一
郎
（
ど
ん
こ
）

〈
ほ
だ
木
育
成
の
部
〉

・
県
森
連
会
長
賞

努

力

賞

森

繁

夫

〈
特
別
賞
〉

・
（
財
）
日
本
き
の
こ
セ
ソ
タ
ー

理

事

長

賞

土

居

哲

雄

し
い
た
け
祭
り
と
並
行
し
て
、

会
場
の
外
で
は
午
前
九
時
よ
り

フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
長
蛇
の
列
が
で

き
た
乾
し
い
た
け
の
つ
か
み
取

り
を
は
じ
め
、
親
子
木
工
広
場
、

花
木
展
示
販
売
等
、
林
業
関
係

の
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
天

気
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て

約
三
千
人
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

肱
川
町
森
林
組
合
の
テ
ソ
ト
で

は
、
フ
キ
、
タ
ケ
ノ
コ
等
の
山

菜
を
中
心
に
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ

リ
、
餅
等
の
販
売
を
行
い
、
大

好
評
で
完
売
し
た
。

集団梃だ場をOO朋しませんか？

（参考）

しいたけ生産施設

乾燥機給水施設作業用建物原木伏せ込み場

林内作業車 トラック モノレール作業道等

森林組合で、林業経営高度化施設整備事業（参考）

を利用して、集団ほだ場を宇和川に設けております。

散水施設、モノレール等の設備があり、適切な時

期に散水ができ、作業道やモノレールにより、現地

での労働力の軽減、また、集団指導・ほだ場診断な

ども併せておこなっておりますので、安心して利用

迎しますので、

できます。

みなさんも、集団ほだ場を利用して、生産性・品

質の向上を目指しませんか。また、初心者の方も歓

ご相談ください。

利用料は、 0.lha当たり年間¥26,565円（消費税

別）です。
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傾いていない、枝葉も四方均等
、't)Vノ/J、多、ツヽ ツ 0.ー・一
えば北側斜面で傾いた針葉樹の ゎヽ

に出ている木の年輪は、東西南 年輪は、北側が幅広く、南側が ら
北とも成長の幅に大きな違いは 狭くなります。同じ方向に傾い らミ
ありません。

し、
た木は同じ年輪になるため、
「年輪で方角がわかる」という誤

・ 解を生んだのでしょう。
一＾勺こ傾いた

”＇・‘``この年ま
②
い
っ
唸
た
か
贔
で
な
5

>I
広葉樹の場合、傾きの反対側の根は重
要です。溝を掘ったり、塀を作ったり、
車を置いたりしないように気をつけま
しょう。木自身が力を十分発揮できる
環境を作ってやることが大切です。

1 1 
7ヽ /ク

日

>
口
＼` マク

根は樹幹以上にひろがります。
木が傾いたときは、より深く、広
く根を伸ばそうとしています。

に
を
う
材
よ
ゃ
る

根

ぃ

環

勧

対

引

反

違の

、

の

は
き
。

竺

―
-
[
／

9
[
-／ー
~
言

処

/□

[
 

成
ら
J

叶

を
診
―

.

.
1

、
.

,

9
會

＇ 

,
1
,＇
rII
か

i

9̂,K
り
ー
り11

木
の
傾
き
と
年

絵 協
力
構
成

岩
谷
美
苗

研
究
所

堀
大
オ
（
財
）
日
本
緑
化
セ

ン
タ
ー

小
川
芳
彦（
現
代
農
業
よ
り
）

自
然
文
化
誌

r ---------------------------------------------------------~ 
i i 

lrmi＿讐囀＿― : 合I 
！ 優良材生産は直材づくりから．1 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ! ! !...... . ... ... ~ --.. .. -.. -..  ! 

! 

i 県森連市況 平成12年 5月26日市 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I l 
！ 大洲木市 （単位m'当り：円） 市売日•••平成12年 5 月 16 日 ！ 
！ 市売数呈•••1,620ケース 32,550kg ! 
！ スギヒノキマッ 平均単価 3,898円i長さ末口径直曲がり直曲がり 直 その他 銘柄別単価 i 

銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場！

! 
7 CID下本 330本 216本 380本 265
8 CID上本 380本 313本 456本 435 こうこ 7,500 ~20,000 強特用大 4,000~ 4,800 保 ！ 

i 14 mlt3 ~上 17 , 000 11,000 30,000 21,000 18cm上20,(X)Q 大 厚 5,500~ 8,700 強特用中 4,000~ 4,800 保！
! I 11 8 CID上16,300 J 10, 000 J 33,000 J 27, 000 ~4cmJ: 24,000 
! 24 cm上16000 10 000 35 000 28 000 cm上34000 中 厚 7,000~ 8,400 強特用中小 3,000~ 4,000 保

! 7cm下本 160本 100本 238本 100 中小厚 3,000~ 6,700 蒻特用小 1,500~ 2,500 保 l 
! 

8 cm上本 本 190本 本 270 小厚 2,500~ 3,000 蒻大バレ 2,400~ 3,000 保！

i 13 m 11 CID上11,0001 113,900 
13 CID上1s,600 I 9, ooo I 31, goo 121,20011scm上18,000 大ウス 5,500~15,000 強中バレ 2,400~ 3,000 保 ！ 

! 18 CID上 16,00012,000 32,900 29,300 24cm上20:000 中ウス 4,000 ~ 7,000 保中小バレ l,600 ~ 2,400 保 ！ 
! 24 cm上14000 9 000 25 000 17 950 30cm上23000 
! 7cm下本 一本一本一 本 一

中小ウス 2,500 ~ 6,800 保小パレ 300 ~ 1,000 弱 ！ 

! 2 m 8CID上本一本一本一本一 小ウス 1,200~3,000 弱変形 1,000~2,500 弱

! 16 cm上 13cm上 ジャミ 800~ 1,500 弱色悪ウス 500~ 2,500 弱｝
3 0 cm J-.1 I I I l30cm上 ! 

! 13 CID上22,00018,500 51,050 41,900 どんこ大 7,500 ~15,000 強色悪パレ 300 ~ 1,000 弱 ！ 

! 6 m 18 CID上2200018 800 44 000 42 500 どんこ中 4,000 ~ 6,500 保，」粒ドソコ ～ ！ 

！ 特選 l28,000 どんこ小 3,000 ~ 4,000 弱スライス 500 ~ 6,000 保 ！ 

！ 足 場 1m当たり円～円 概況品評会市を開催。品柄は小葉～中小葉系厚物が非常に多くこれらは弱保 ！ 
！ 梅雨期に向い製品の荷動き悪 く、当用買い中心となる。 合で推移している。全体的には保合～やや弱気配だが、軽めの中～大葉、 ！ 
！ 備考桧＝保合。杉＝ 3m. 4 m中目小径不弱保合。 こうこ～冬大等の進物系は弱い。 ！ 

! 
枝打ち優良材は買気強い。

L---------------------------------------------------------J 
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負けないゾ！ （シャフルボード）

•E 9勺i.. ._ . -．た

遠くまで飛んでいけ！ （キックベースボール）

町
内
小
学
生
を
対
象
に
し
た
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

五
月
二
十
一
日
（
日
）
に
町
民
運
動
場
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

低
学
年
は
シ
ャ
フ
ル
ポ
ー
ド
、
高
学
年
は
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
ポ
ー
）
に
九
十
人
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

(
u
,
t
 
う、
T

＼℃

匂
‘

し

0
、
?

゜編集 • 発行

肱川町 公民 館
ft (0893) 34 -2307 

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
は
、
キ
ュ
ー

（
棒
）
で
デ
ィ
ス
ク
（
円
盤
）
を
押

し
て
得
点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
、

学
年
別
の
リ
ー
グ
戦
で
ゲ
ー
ム

を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
は
学
校
区
に
関
係
な
く
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
チ
ー
ム
内
で
作

戦
を
立
て
て
試
合
を
行
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

一
生
懸

命
試
合
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

9
6
E
E
6
6
6
6
6
6
6
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
 

[fJJ
め
の
一
歩
（
手
話
教
室
）

5

炉
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
J

五
月
十
日
、
肱
川
町
公
民
館

に
お
い
て
手
話
教
室
が
開
講
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
肱
川
中

学
校
の
生
徒
三
十
六
名
の
参
加

を
得
て
、
五
月
か
ら
十
一
月
ま

で
の
七
カ
月
間
、
月

一
回
の
予

定
で
開
か
れ
ま
す
。

指
導
し
て
く
だ
さ
る
の
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
大
洲
手
話
サ
ー

ク
ル
「
ド
リ
ー
ム
」
の
菊
池
さ

ん
と
通
訳
の
宇
都
宮
さ
ん
で
す
。

始
め
は
や
や
緊
張
気
味
の
生

徒
達
も
、
自
分
の
趣
味
を
手
話

で
紹
介
す
る
場
面
に
な
る
と

リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
、
楽
し
い
笑

い
声
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
第
一
回
目
を
受
講

し
て
の
印
象
を
全
員
一
言
ず
つ

書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
難

し
か
っ
た
と
い
う
声
も

一
部
あ

り
ま
し
た
が
八
ー
九
割
の
人
は
、

「
思

っ
た
よ
り
簡
単
だ
っ
た
。
」

「
楽
し
か
っ
た
。
」
と
書
か
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
手
話
教
室
が
、
聴
覚
障

害
者
と
の
”
心
の
バ

リ
ア
フ
リ

ー
“
を
、
も
っ
と
身
近
に
考
え

て
も
ら
う
ぎ
っ
か
け
に
な
れ
ば

素
睛
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
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お寺を参拝した後で

六
十
六
番
札
所
雲
辺
寺
の
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
か
ら
眺
め
た
讃
岐
平

野
は
美
し
く
、
ま
た
、
砂
で
模

さ
れ
て
い
る
琴
弾
公
園
の
銭
型

（
寛
氷
通
宝
）
も
見
学
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
午
前
中
に
金
刀
比

羅
宮
（
琴
平
町
）
の
参
拝
を
し
ま

し
た
が
、
階
段
が
多
い
た
め
汗

を
か
き
な
が
ら
上
っ
て
い
く
と
、

そ
こ
に
は
、
国
指
定
重
要
文
化

財
寺
院
が
あ
り
、
雄
大
さ
と
美

観
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
後

に
日
本
一
の
た
め
池

で
あ
る
満
濃
池
（
満

濃
町
）
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
三
日
目

に
は
、
予
定
の
札
所

を
参
拝
し
た
後
に
栗

林
公
園
（
高
松
市
）
を

見
学
し
、
庭
園
や
茶

室
等
の
美
し
さ
に
感

動
し
て
帰
町
し
ま
し

こ。t
 次回
は
、
秋
に
実

施
す
る
予
定
で
す
が
、

全
員
が
元
気
に
見
聞

を
広
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

一お知らせ広報「肱川」 5月号でお知らせしました平成12年度中野

小学校プール使用要領中、「2.使用できる期日」で除

かれる日「7月24日（月）～25日（火）」は、「7月20日（木）

~21日（金）」に変更になりました。

一
スポーツ安全保険に加入しませんか
余暇を利用して、スポーツ活動、文化活動やポランティ
ア活動等を行う方が増えて来ています。しかし、その一
方で、活動中に事故にあったり、けがをされたりするこ

とも増えているようです。
社会教育関係団体を対象にしたスポーツ安全保険がで

きました。
1 被保険者
加入した各個人（加入は5名以上）
2 保険期間
掛け金を振り込んだ翌日から平成13年3月31日まで
3 掛け金（一人年額）
450円～9.000円（加入区分によって違います）
なお、詳しいことがお知りになりたい方は、公民館
（云34-2307)までお問い合わせください。

第
十
四
期
お
四
国
学
級
の
第

四
回
目
の
研
修
を
五
月
二
十
三

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
二
泊
三

日
の
旅
程
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
愛
媛
県
の
第
六
十

五
番
札
所
三
角
寺
（
川
之
江
市
）

か
ら
香
川
県
の
第
八
十
五
番
札

所
八
栗
寺
（
牟
礼
町
）
ま
で
の
二

十
一
か
寺
の
参
拝
と
そ
の
道
中

に
あ
る
名
所
や
旧
跡
等
を
見
学

し
ま
し
た
。

初
日
か
ら
天
気
も
よ
く
、
第

喜多郡中学校総合体育大会

喜多郡総合体育大会が、 6月6、7日の両

日内子町と五十崎町で開催されました。肱川

中学校からも野球・ソフトテニス男女・バレー

ボール女子の種目に参加し、熱戦が繰り広げ

られました。

結果は、次のとおりです。

＊ソフトテニス男子
個人戦

1位
2位

上岡・立花ペア

岡本・藤原ペア

＊ソフトテニス女子

個人戦

2位堀川・山田ペア

3位大野・沖野ペア
県大会頑張ってください。

現
代
の
若
者
た
ち
の

生
き
ざ
ま
を
見
聞
す
る

と
き
、
日
本
の
未
来
に

は
明
る
い
展
望
が
な
い
。

公
の
こ
と
を
考
え
て
生

活
し
て
い
る
者
が
ど
れ

程
い
る
だ
ろ
う
。

衣
食
住
の
心
配
な
ど

ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
だ
自
分
の

意
の
ま
ま
に
生
活
し
て
い
れ
ば

よ
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
環

境
で
育
っ
た
せ
い
か
、
定
職
を

持
た
な
い
若
者
が
増
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
日
本
の
若
者
た
ち

の
病
的
な
状
況
を
憂
い
、
作
家

の
曽
野
綾
子
さ
ん
は
、
二
十
歳

に
な
っ
た
ら
、
兵
役
で
は
な
く
、

奉
仕
役
に
一
年
間
招
集
す
る
と

よ
い
と
提
言
し
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
希
望
を
か
な
え

つ
つ
、
一
生
で
そ
の
時
し
か
し

な
い
仕
事
に
就
か
せ
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
誰
も
が
、
働
く
も
の

の
苦
労
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
る
。も
ち
ろ
ん
特
別
の
病
気
の
あ

る
青
年
は
こ
の
限
り
で
は
な
い

が
、
で
き
る
仕
事
は
ど
ん
ど
ん

さ
せ
て
、
育
っ
た
家
庭
や
貧
富

の
差
や
学
歴
に
関
係
な
く
、
青

年
同
士
の
暮
ら
し
を
さ
せ
る
。

日
本
人
は
教
養
と
能
力
を
持
っ

て
い
る
。
そ
の
活
か
し
か
た
次

第
で
あ
る
と
思
う
。
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わ
た
し
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
お

空
は
ち
っ
と
も
と
べ
な
い
が
と
ベ

る
小
鳥
は
わ
た
し
の
よ
う
に
、

地
面
を
は
や
く
走
れ
な
い
。

わ
た
し
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
も
、

き
れ
い
な
音
は
で
な
い
け
ど
、
あ

の
鳴
る
す
ず
は
わ
た
し
の
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
な
っ
た
は
知
ら
な
い
よ
。

す
ず
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
わ

た
し
、
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

（
金
子
み
す
ず
）

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な

い
い
。
」
な
ん
て
素
敵
な
言
葉
で

し
ょ
う
。
す
べ
て
の
も
の
を
受
入

れ
、
そ
の
よ
さ
を
認
め
あ
る
が
ま

ま
を
賛
歌
す
る
あ
た
た
か
さ
、
や

さ
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ

ん
な
惑
性
を
す
べ
て
の
人
々
が
持

ち
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
「
人
権
」
は
、
私
た
ち

が
気
持
ち
よ
く
生
活
し
、
生
き
る

た
め
に
不
可
欠
の
も
の
で
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
人
間
の
尊
厳
が
守

ら
れ
、
人
権
侵
害
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
具
体
的
に
救
済
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
こ
と
は
、

肱
川
中
学
校坂

本

三

雄

制
度
の
確
立
と
と
も
に
人
権
尊
重

の
文
化
を
家
庭
や
学
校
、
社
会
に

築
い
て
い
く
人
権
教
育
の
営
み
に

よ
り
実
現
さ
れ
る
も
の
で
す
。

人
権
教
育
の
基
礎
は
、
当
事
者

の
心
の
痛
み
が
わ
か
る
人
権
惑
覚

を
培
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
は
、
感
性
を
豊
か
に
し

て
い
く
た
め
の
日
常
的
な
教
育
実

践
が
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
思
い
付
き
や

気
ま
ぐ
れ
で
な
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
発
達

を
踏
ま
え
、
一
貫
性
、
系
統
性
を

も
っ
て
着
実
に
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十

年
」
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
社
会

教
育
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ

た
人
権
教
育
の
推
進
と
充
実
、
さ

ら
に
、
同
和
問
題
の
解
決
や
子
ど

も
の
人
権
の
尊
重
や
保
護
な
ど
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
の
人
権
問
題

と
し
て
の
重
要
課
題
に
対
す
る
積

極
的
な
取
組
を
念
じ
ま
す
。

豊
か
な
惑
性
は
、
幼
児
期
よ
り

達
わ
れ
ま
す
。
若
ぎ
芽
を
育
て
ま

し
ょ
う
。

週
二
回
（
月
・
金
）
公
民
館
集

会
室
で
空
手
（
糸
東
会
指
導
清

水
良
治
さ
ん
）
練
習
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
五
月
二
十
八
日
（
日
）

に
北
伊
予
中
学
校
で
糸
東
会
全

国
大
会
予
選
会
が
行
わ
れ
、
肱

川
か
ら
組
み
手
の
部

・
形
の
部

に
十
五
人
が
参
加
し
、
最
終
選

考
に
残
っ
た
七
名
が
七
月
―
―
-
+

一
日
に
大
阪
市
立
中
央
体
育
館

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
紺
屋
さ
ん
（
町
外
）
と

山
口
君
（
大
和
）
は
、
八
月
二
十

五
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
糸

拓
也
（
道
野
尾
）

裕
貴
（
市
之
畦
）

松

本

尚

也

（
小
藪
）

紺
屋
沙
也
乃

．

（
町
外
）

ちたも

山

口

航
（
大
和
）

ど子る

黒

田

利

信

口

（

中

居

谷

）

中
居
優
一
朗

ヵ参に
（

上

鹿

野

川

）

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
く

会大界
だ
さ
い
。

世
．
 

国全

形
の
部
久
保
三
瀬

組
み
手
の
部

松

本

尚

也

（

小

藪

）

出
岱
吃
た
ク
出
場
糸
東
会
空
手

東
流
世
界
大
会
に
出
場
さ
れ
、

川
之
江
高
校
に
今
年
進
学
さ
れ

た
宮
田
エ
（
つ
か
さ
）
さ
ん
（
柳
）

も
高
校
総
体
県
大
会
団
体
の
部

で
優
勝
し
、
イ
ソ
タ
ー
ハ
イ
に

出
場
さ
れ
ま
す
。

糸
東
会
全
国
大
会
出
場
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

0
未
返
却
図
書
の
数
が
増
え
て

い
ま
す
。
お
家
の
中
に
返
却

日
を
過
ぎ
た
本
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
今
一
度
点
検
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

〇
図
書
を
借
り
る
時
に
は
、
必

ず
図
書
カ
ー
ド
の
記
入
と
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ー
図
璽
至
か
ら
の
お
願
い
1

他
15
冊

夏
目

や
っ
ぱ
り
わ
が
家
で
暮
ら
し
た

,`ヽ> 

幸
子

森

津

純

子

「
い
の
ち
の
奇
跡
」
を
み
つ
め
て

藤

田

博

妻
は
ス
ト
ー
カ
ー
に
殺
さ
れ
た

ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
に
な
っ
た
日
本

人

マ
ー
ク
ス
寿
子

陳

舜

臣

天

球

は

翔

け

る

上

・

下

天
の
瞳

晏
晏
晏
易
易
晏
晏
晏

新
購
入
図
書
の
紹
介

羞
晏
怠
晏
晏
晏
差
晏

4
.
5
月
の
購
入
図
書

は
じ
め
て
の
め
い
さ
く
し
か
け学
研

え
ほ
ん
シ
リ
ー
ズ
全

20
巻

灰
谷
健
次
郎
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こ
の
程
、
青
年
団
長
を
務
め

る
事
と
な
り
ま
し
た
白
岩
で
す
。

青
年
団
に
入
っ
て
、
ま
だ
ニ

年
目
で
団
長
と
い
う
重
い
役
職

を
任
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
何

分
経
験
不
足
で
、
足
を
引
っ
ぱ

る
様
な
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

団
長
あ
い
さ
つ

青年団だより

s
 
u
 

白岩 友和

袢
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
占
。

[
平
成
12
年
度

[
青
年
団
新
役
員
発
表
"
・
[

令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
屯

ま
せ
ん
が
、
他
の
役
員
の
方
々

と
力
を
合
わ
せ
、
昨
年
以
上
の

青
年
団
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

合
年
も
青
年
団
は
、
ス
ポ
ー

ツ
、
イ
ベ
ン
ト
、
他
の
青
年
団

と
の
交
流
等
、
幅
広
く
活
動
を

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
青

年
団
へ
入
団
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
あ
な
た
、
私
達
と
一
緒
に

楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
、
若
者

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

皆
様
、
今
後
の
御
指
導
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成12年度青年団役員

四
月
よ
り
、
肱
川
町
役
場
で

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
松

森
智
治
で
す
。
三
月
ま
で
約
十

三
年
間
、
松
山
で
生
活
し
て
お

り
、
ま
だ
、
肱
川
町
の
詳
し
い

こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
よ
ろ

松森 知、‘ム曰 I口

平成鯰隼認

ニューフェイス紹介

団 長 白岩 友和

副 団 長 清水 早苗

事務局長 冨永美登里

事務局次長 谷田 和恵

II 木フ木 玲子

会 計 堀 奈津江

広報部長 沖田 修二

広報部員 松森 智治

II 沖野 八荏シ、 ニ一

II 宮田 光

I/ 三好 英里

I/ 中川 直美

宮田 光

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
後
は
青
年
団
活
動
に
も
、

積
極
的
に
参
加
し
皆
様
に
顔
を

覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
ま
し
て
、
合
年
の
四
月

か
ら
肱
川
町
役
場
で
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
沖
野
恵
三
で

す
。
役
場
に
入
っ
て
ニ
カ
月
、

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が

多
く
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。

青
年
団
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や

イ
ベ
ン
ト
に
も
進
ん
で
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
が
ん
ば
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。皆

さ
ん
初
め
ま
し
て
。
合
年

の
四
月
か
ら
肱
川
町
役
場
に
勤

め
て
い
ま
す
宮
田
光
で
す
。
青

年
団
で
は
広
報
を
す
る
事
に
な

沖野 声＝、C、、―

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
は

あ
ま
り
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。は

じ
め
ま
し
て
、
中
川
直
美

で
す
。私
は
、
合
年
の
四
月
か
ら
肱

川
町
役
場
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
三
月
に
高
校
を
卒
業

し
た
ば
か
り
で
、
わ
か
ら
な
い

事
だ
ら
け
で
す
。
み
な
さ
ん
に

は
迷
惑
を
か
け
っ
ぱ
な
し
で
す

が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

羞

編
集
あ
と
ば
な
し
⑯
ゲ

平
成
十
二
年
度
が
始
ま
っ
て
一

回
目
の
A
S
U
K
A
で
し
た
が
、

み
な
さ
ん
い
か
が
で
し
た
か
？
令

年
は
新
メ
ン
バ
ー
が
四
人
も
加
わ

り
、
青
年
団
も
、
い
つ
も
以
上
に

い
ろ
い
ろ
と
り
く
ん
で
い
く
計
画

で
す
。

A
S
U
K
A
も
み
な
さ
ん

が
次
号
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る

よ
う
な
物
に
し
て
い
こ
う
と
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ま
た

次
号
で
お
あ
い
し
ま
し
ょ
う
。 中川 直美
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園 のヵ
■ .噌疇署

レ ン
保健センター
834 -2340 

グ1-
［行事予定表）

種別 日（曜） 1，， 了一 事 場 所 時 間

4 （火） 乳がん検診・骨密度測定 大谷公民館 9 :30~ 

6 （木） 乳がん検診・骨密度測定 保健セ‘ノター 9 :30~ 

成 7 （金） 乳がん検診・骨密度測定 保健セ‘ノター 9 :30~ 

人
11（火） 胃がん検診・大腸がん検診 保健セ‘ノター 8 :30--..., 9 :30 

12（水） 成人病検診・結核レソトゲソ検診 中居谷集会所 10 : 00,...__, 11 : 00 

保
正山公民館 13:00,..._,14:oo 

健 13（木） 介護者教室 保健セ‘ノター 10:00,....__,12:oo 

17（月） 健康相談 白石集会所 9 :30,--....,10:20 

森集会所 10: 50,...__, 11: 30 

母 28（金） 小児生活習慣病予防教室 中野小学校 10:00~ 
子
イ呆
31（月） 小児生活習慣健康相談 保健セソター 9 :30~ 

健

7 （金）
精
14（金） デイケアー 保健セ‘ノター 8 :30,---...,16:30 

神
28（金）

他嘉
3 （月） 風疹予防接種 肱川中学校 13:30,---...,14:00 

日（曜） 主 な 1，，了ー 事

4 （火） 第8回町内グラソドゴルフ大会

5 （水） 幼稚園おとまり保育(~6日）

12（水） 手話教室

19（水） 1学期終業式

20（木） 夏季休業(,...__,8 /31) 

22（土）
かわかみ荘との交流

「おたのしみ会」

7月の不燃物収集

収集日 7月17日（月）から

※前日までに指定の場所

ヘ

収集地区

小畑井・萩野尾・汗生・大谷地

区・肱栄・大和・・中野・下鹿野川・

上鹿野川・小藪

7
 
月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

2 (日） 大久保内医院 26-1131 

浦 岡 医 院 24-2024 
9 (日）

菊 地 医 院 52-0209 

16(日） 田渡クリニック 25-3217 

20（木） 末 光 眼 科 24-1500 

般
23(日） 平 田 医 院 24-1200 

30(日） いんなみ眼科 24-0700 

救・月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。
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ち
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高
尾
真
二
さ
ん
（
肱
川
町
大
屋
敷
）

泉
絵
美
子
さ
ん
（
内
子
町
）

9し
マ

9,色
-9▲-．
9
と一▼

9.-＿,
9
.――7
9
.――V9
．＿＿▼

9
．p

や

す

ら

愈

に

9
令
も
合
も
令

9
.――▼
9
.―ー▼
ー
ょ，
9
-
号
言

9
-＿＿・
ー
↓―

,
9
t

共

栄

思

田

重

夫

さ

ん

(65
歳）

II

村

田

富

美

さ

ん

(25
歳）

久

保

堀

尾

末

子

さ

ん

(
86
歳）

市
之
畦
三
瀬
ヲ
ヌ
イ
さ
ん

(89
歳）

そ
の
他
松
本
チ
ョ
子
さ
ん

(93
歳）

（
か
わ
か
み
荘
）
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